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就
任
に
あ
た
っ
て

新
体
制
が
決
ま
る

議会を傍聴しませんか！

神
山
町
議
会
議
長

西
崎

哲
夫

9
月
12
日
開
会
の
9
月
定
例
議
会
に
お
き

ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
頂
き
神
山

町
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年

の
末
以
来
紛
糾
を
続
け
、
7
月
2
日
正
、
副

議
長
を
含
む
現
職
議
員
の
4
名
が
逮
捕
さ

れ
、
1
名
が
健
康
面
で
勾
留
に
耐
え
ら
れ
な

い
と
の
判
断
で
任
意
の
捜
査
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
7
月
20
日
5
名
の
議
員
が
辞

職
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
約
2
ヶ
月
に
わ
た
り
議
会
機
能
が

全
く
停
止
す
る
等
、
前
代
未
聞
の
ゆ
ゆ
し
き

事
態
に
落
ち
入
り
ま
し
た
。
主
権
者
で
あ
り

ま
す
町
民
の
皆
様
に
神
山
町
議
会
を
代
表
し

心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
う
し
た

事
態
を
受
け
、
神
山
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

が
実
施
さ
れ
、
9
月
2
日
に
新
し
い
5
名
の

議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
9
月
定
例
議
会

に
お
い
て
、
新
し
い
議
会
構
成
も
決
ま
り
体

制
は
整
い
ま
し
た
が
事
件
の
傷
跡
は
深
く
、

議
会
の
正
常
化
と
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め

対
外
的
に
も
信
頼
回
復
と
い
う
大
き
な
課
題

が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
議
会
と
し

て
、
課
せ
ら
れ
た
問
題
に
漠
然
と
向
き
合
う

事
な
く
、
一
つ
一
つ
具
体
的
な
対
応
と
行
動

が
、
信
頼
回
復
と
正
常
化
の
必
須
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
議
員
10
名
の
内
8
名
が
一
期

議
員
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
過
去
の

し
が
ら
み
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
新
し

い
感
覚
で
議
員
活
動
を
展
開
し
て
く
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
議
会
に
課
せ
ら

れ
た
大
き
な
課
題
は
一
朝
一
夜
に
し
て
解
決

出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
事

件
を
身
近
な
教
材
と
位
置
づ
け
て
一
つ
一
つ

検
証
し
、
再
発
防
止
、
信
頼
回
復
に
議
会
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
過

疎
化
と
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
本
町
に
と

っ
て
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
執
行
部
と
議

決
権
を
持
つ
議
会
が
お
互
い
の
権
限
を
尊
重

し
、
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
の
原
点
を

再
確
認
し
一
日
も
早
い
信
頼
回
復
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
季
節
は
や
が
て
秋
か
ら

冬
へ
と
移
ろ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
、
関
係

各
位
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
9
月
に
開
催
さ
れ
た
平
成
30
年

神
山
町
議
会
9
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議

長
・
副
議
長
・
常
任
委
員
等
の
議
会
構
成
が

決
ま
っ
た
。

新 し い 議 会 構 成
氏 名

西 崎 哲 夫

新 居 榮 二

森 本 吉 治
西 崎 哲 夫
中 谷 秀 久

新 居 榮 二
志 甫 守
髙 橋 義 英

西 崎 哲 夫
新 居 榮 二

委 員

委 員

委 員

森 本 孝 夫

河 野 雅 俊

佐 出 由 恵

杉 本 哲 男

佐 出 由 恵

森 本 孝 夫

委 員 長

副委員長

委 員 長

副委員長

委 員 長

副委員長

役 職 名

議 長

副 議 長

総 務 文 教

産業建設厚生

議 会 運 営 委 員 会

常
任
委
員
会

２議会だより かみやま議会だより かみやま



平成30年9月2日執行の町議会議員補欠選挙で新たに選出された議員を議席順に紹介しま
す。

4番 志甫 守
阿野字本名・1期

3番 杉本 哲男
神領字大埜地・1期

2番 中谷 秀久
神領字西野間・1期

1番 髙橋 義英
阿野字南行者野・1期

5番 森本 孝夫
阿野字神木・1期

森 本 吉 治
佐 出 由 恵
森 本 孝 夫
西 崎 哲 夫
新 居 榮 二
杉 本 哲 男
西 崎 哲 夫
新 居 榮 二
髙 橋 義 英

河 野 雅 俊
森 本 孝 夫
志 甫 守
杉 本 哲 男
中 谷 秀 久

河 野 雅 俊

西崎 哲夫（議長） 新居 榮二 河野 雅俊
杉本 哲男（監査委員） 中谷 秀久

委 員

委 員

委 員

委 員

志 甫 守

河 野 雅 俊

中 谷 秀 久

髙 橋 義 英

森 本 吉 治

杉 本 哲 男

新 居 榮 二

髙 橋 義 英
西 崎 哲 夫
森 本 吉 治
佐 出 由 恵

委 員 長

副委員長

委 員 長

副委員長

委 員 長

副委員長

委 員 長

副委員長

委 員

幹線道路改良整備

国道改良整備促進

議会広報調査

議 会 正 常 化

監 査 委 員

名西消防組合議員

特

別

委

員

会
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9月定例会は、平成30年9月12日から21日までの10日間の会期で開催した。提出議案は平
成30年度一般会計補正予算2件、専決1件、29年度決算認定5件、条例の一部改正1件、教
育委員会委員の任命他人事案4件、議員発議案1件を審議すべて可決、承認、認定、推薦、
同意した。
一般質問では3議員が登壇し（13～15ページに掲載）それぞれ町の考えを質問した。

※第3日、第7日は議事の都合、4日、5日、6日は休日により休会とした。

掲 載 項

5～6頁

7～8頁

13～15頁

7～9頁

6頁

7～8頁

6頁

5頁

2～3頁

平 成30年 9 月 定 例 会 議 案 事 項

・町長挨拶
・諸報告
・議長、副議長選挙等議員議席の指定
・常任委員会委員の選任及び所属の変更
・議会運営委員、広報調査特別委員会委員、特別委員会委員の選任
・議会常任、運営及び特別委員会委員長、副委員長の互選
・名西消防組合議会議員の選挙
・徳島県後期高齢者医療広域連合議員、阿北環境整備組合議員の選出
・平成30年度神山町一般会計補正予算（2号）（専決） 【上程】【審議】【承認】
・平成30年度神山町一般会計補正予算（3号） 【上程】
・平成30年度神山町国民健康保険特別会計補正予算（2号） 【上程】
・神山町集合住宅設置及び管理に関する条例の一部改正について 【上程】

・平成29年度神山町一般会計歳入歳出決算認定他4件 【上程】
・監査委員意見書陳情
・決算関係書類審査

一般質問 森本吉治議員 佐出由恵議員 新居榮二議員

決算関係書類審査
議員研修

保留議案の審議（予算）
・平成30年度一般会計補正予算（3号） 【審議】【可決】
・平成30年度国民健康保険特別会計補正予算（2号） 【審議】【可決】

保留議案の審議（決算）
・平成29年度一般会計歳入歳出決算認定 【審議】【認定】
・平成29年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 【審議】【認定】
・平成29年度簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定 【審議】【認定】
・平成29年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 【審議】【認定】
・平成29年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 【審議】【認定】

保留議案の審議（条例の改正）
・神山町集合住宅設置及び管理に関する条例の一部改正について【審議】【可決】

人事案件
・神山町教育委員会委員の任命 【上程】【同意】
・人権擁護委員候補者2名の推薦 【上程】【推薦】
・神山町固定資産評価審査委員会委員の選任 【上程】【同意】

議会案件
・議会正常化特別委員会の設置及び

委員選任、委員長、副委員長の互選 【上程】【可決】
・その他（議員派遣・委員会の閉会中の継続調査） 【上程】【可決】

日

第
1
日

第
2
日

第
7
日
第
9
日

第
10
日

9 月 定 例 会9 月 定 例 会神山町議会

４議会だより かみやま議会だより かみやま
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町
長
の
諸
般
報
告

1
ヶ
月
余
り
不
在
で
あ
っ
た
議

長
、
副
議
長
が
決
ま
り
、
各
委
員
会

構
成
も
整
っ
た
こ
と
で
、
議
会
フ
ル

で
ご
活
躍
を
い
た
だ
け
る
も
の
と
感

謝
申
し
上
げ
る
。

▼
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
事
業
の
中

で
シ
ェ
フ
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
（
日

本
国
内
、
海
外
か
ら
料
理
人
を
招

聘
）
事
業
で
は
シ
ェ
フ
を
招
き
料

理
を
提
供
す
る
催
し
が
人
気
と
な

っ
て
い
る
。

▼
9
月
9
日
東
京
で
第
23
回
目
黒
さ

ん
ま
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た
。
3

万
人
を
超
す
来
場
者
が
あ
り
、
Ｊ

Ａ
、
役
場
職
員
の
ほ
か
、
す
だ
ち

の
若
手
生
産
者
2
名
も
参
加
し
東

京
で
の
す
だ
ち
需
要
の
高
さ
を
実

感
し
自
信
に
な
っ
た
と
の
感
想
が

あ
っ
た
。

9
月
8
日
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
企
画
で
奥
渋
谷
で
『
す
だ
ち
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
』
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
、50
名
の
参
加
を
得
た
。

▼
総
務
省
安
田
事
務
次
官
、
神
山
町

を
視
察
に
く
る
。
地
方
創

生
の
取
り
組
み
方
に
つ
い

て
、
職
員
を
視
察
に
こ
さ

せ
た
い
と
の
こ
と
。

▼
第
2
回
の
オ
ラ
ン
ダ
訪
問

プ
ロ
グ
ラ
ム
報
告
会
が
10

月
3
日
に
改
善
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
の
予
定
。
今
年

も
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
10
名
の

中
高
校
生
が
神
山
町
を
訪

れ
る
予
定
だ
。

▼
地
方
創
生
関
連
の
将
来
人

口
を
維
持
す
る
計
画

（
2
0
6
0
年
に
3
2
0
0

人
の
人
口
維
持
）
毎
年
移

住
者
、
転
入
者
を
44
名
が

必
要
だ
が
28
年
度
は
42

名
、
29
年
度
は
39
名
と
予

定
数
に
は
届
か
な
か
っ
た

が
、
計
画
に
近
い
数
字
が

残
せ
た
。

▼
30
年
度
の
地
方
交
付
税
が

3
5
3
0
万
円
減
額
と
な
り
、
過

去
2
年
間
で
6
0
0
0
万
円
の
減

額
と
な
り
、
経
費
の
削
減
と
歳
入

確
保
に
取
り
組
み
、
優
先
順
位
の

高
い
事
業
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

補
正
予
算

土
木
費
で
若
者
定
住
支
援
住
宅
新

築
等
補
助
金
を
追
加
計
上
。

災
害
復
旧
費
、
7
号
台
風
に
よ
り

町
内
で
農
地
災
害
2
ヶ
所
、
林
道
災

害
4
ヶ
所
、公
共
土
木
災
害
2
ヶ
所
。

人人
事事
案案
件件

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

任
期

平
成
30
年
10
月
4
日
か
ら

平
成
34
年
10
月
3
日

阿
部
健
治
氏

上
分
字
川
又

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

任
期

平
成
31
年
1
月
1
日
か
ら

平
成
33
年
12
月
31
日

川
野
愛
子
氏

鬼
籠
野
字
阿
保
坂

任
期

平
成
31
年
1
月
1
日
か
ら

平
成
33
年
12
月
31
日

髙
橋
静
代
氏

神
領
字
谷

○
神
山
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
任
命

任
期

平
成
30
年
10
月
1
日
か
ら

平
成
33
年
9
月
30
日

森

公
弘
氏

下
分
字
拝
府

新築なった大埜地住宅
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平成30年度補正予算

一般会計（第2号） 補正額 628万円（46億2466万円）

一般会計（第3号） 補正額 1億1527万円（47億3990万円）

国民健康保険特別会計（第2号） 補正額 411万円（8億3756万円）

予算合計 補正額 1億1938万円（55億7746万円）

（ ）は予算総額

補正予算、条例改正、その他の主な内容

◎条例一部改正
神山町集合住宅設置及び管理に関する条例の一部改正について
◎平成30年度一般会計補正予算（第3号）
・神山町公共的団体貸付金 300万円
・施設改修工事 59万円
・備品購入費 81万円
・女性団員報酬金 17万円
・消防備品購入費 109万円

◎平成30年度一般会計補正予算（第2号）

・神山町議会議員補欠選挙費 614万円

◎平成30年度一般会計補正予算（第3号）

・若者定住住宅新築等補助金 950万円

・農山漁村未来創造事業補助金 218万円

◎平成30年度一般会計補正予算（第3号）
・現年農地農業用施設災害復旧工事 500万円
・現年発生農地農業用施設単独災害復旧工事 200万円
・現年林道災害復旧工事 2000万円
・現年発生公共土木施設災害復旧工事 5000万円
・現年発生公共土木施設単独災害復旧工事 600万円

◎平成30年度一般会計補正予算（第3号）
・環境改善センター修繕費 21万円
・スクールバス修繕費 120万円
・小学校施設修繕工事 140万円

総

務

課

住
民
課

産

業

観
光
課

建

設

課

教
育
委
員
会

補正予算、条例制定、条例改正、その他補正予算、条例制定、条例改正、その他

６議会だより かみやま議会だより かみやま



歳　入
51億1698万円
（100%）

地方贈与税
8822万円
（1.7%）

地方交付税
22億3466万円
（43.7%）

分担金・
使用料
7292万円
（1.4%）

国庫支出金
2億8940万円
（5.7%）

県支出金
3億8504万円
（7.5%）

町債
4億2370万円
（8.3%）

その他
11億9994万円
（23.4%）

町税
4億2370万円
（8.3%）

歳　出
48億9830万円
（100%）

人件費
7億8655万円
（16.2%）

扶助費
3億8304万円
（7.9%）

積立金
8億6357万円
（17.8%）

物件費
7億5231万円
（15.5%）

普通建設事業費
5億9535万円
（12.2%）

公債費
3億5138万円
（7.2%）

繰出金
4億3889万円
（9.0%）

補助費等
3億9851万円
（8.2%）

その他
4億6960万円
（9.5%）

平成29年度

決 算

計

7，490，400
7，595，986
△105，586
△1．4

7，209，210
7，146，885
62，325
0．9

特 別 会 計
後期高齢者医療

121，872
121，083
789
0．7

121，495
120，863
632
0．5

介護保険
1，017，578
1，030，037
△12，459
△1．2

995，934
971，573
24，361
2．5

簡易水道事業
212，965
168，177
44，788
26．6

208，087
164，312
43，775
26．6

国民健康保険
1，021，000
1，098，052
△77，052
△7

985，387
1，015，691
△30，304
△3．0

一般会計

5，116，985
5，178，637
△61，652
△1．2

4，898，307
4，874，446
23，861
0．5

会 計 区 分

29 年 度
28 年 度
増減額
増減率（％）
29 年 度
28 年 度
増減額
増減率（％）

歳 入

歳 出

一般会計と特別会計合わせ

74億9040万円を認定‼
●平成29年度決算状況 （単位：千円）

●一般会計決算の内訳

29年度普通会計地方財政状況調査に基
づくもので、決算額と一致しない。

第38号
平成30年11月15日発行
第38号
平成30年11月15日発行７



解 説

1に近く1を超えるほど財源に余裕がある。

財政構造の弾力性を判断する指数で、75％程度に納まるのが妥当と考えられている。

全ての事業の公債費率で、18％以上は起債（借入金）に知事の許可が必要。

指 数

28年度

0．21

75．7

2．6

29年度

0．20

75．9

2．3

名 称

財 政 力 指 数

経常収支比率

実質公債費比率

前年度との比較

増減率（％）

△12．1

△70．5

△18．0

△21．5

△31．5

△26．3

△14．9

増減額

△3，407，870

△437，600

△1，669，318

△42，330

△224，600

△40，900

△5，822，618

未 収 額

28年度

28，206，583

620，700

9，248，350

197，130

712，100

155，800

39，140，663

29年度

24，798，713

183，100

7，579，032

154，800

487，500

114，900

33，318，045

区 分

町 税

町 営 住 宅 使 用 料

国 民 健 康 保 険 税

簡 易 水 道 使 用 料

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

計

4，434，943

925，685

2,137,000

1，275，118

50，000

5，000

31，280

147，525

0

9，006，551

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

庁舎等増改築基金

そ の 他 の 基 金

財 政 調 整 基 金

そ の 他 の 基 金

簡易水道事業基金

介護給付費準備基金

そ の 他 の 基 金

計

一

般

国

保
水
道

介

護

●平成29年度の財政状況

●平成29年度町税等未収金の状況 （単位：円）

平成29年度「一般会計・特別会計」決算を認定
決算額では総務費が16億3400万円で33％と最も多

く、次いで民生費が9億8600万円20．1％、土木費4億

5000万円9．2％などとなっている。

前年度比で商工費が81％、土木費が25．5％増加。要

因は多目的イベント広場整備工事、大埜地集合住宅建

設工事、熱供給施設整備工事、公営住宅建設工事によ

るものである。

町税の収入未済額は2479万円で、前年より340万円

減少しているが尚一層の徴収に努力するよう監査委員

からの指摘である。

税の公平化と収納に努力を～町税等 滞納総額3360万円

借入金や基金はいくらに
なっているのか
●地方債現在高（3月31日現在）

32億9547万5千円

●基金残高（3月31日現在）（単位：千円）

８議会だより かみやま議会だより かみやま



質
問
①

上
分
公
民
館
の
管
理
運
営
委
託
に
続

き
、
他
地
区
公
民
館
の
委
託
を
推
進
す
る

に
つ
け
、
上
分
公
民
館
の
事
例
は
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
る
。
3
月
定
例
議
会
新

年
度
予
算
審
議
に
於
て
、
委
託
後
の
検
証

に
つ
い
て
質
疑
を
し
た
。
答
弁
と
し
て
検

証
は
実
施
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
何
時
ど
の
様
な
方
法
で

ど
の
様
に
検
証
さ
れ
る
の
か
。

答
弁
（
教
育
次
長
）

指
定
管
理
が
始
ま
っ
て
3
ヶ
月
弱
が
過

ぎ
た
。
4
月
5
月
は
総
会
等
が
多
く
あ
っ

た
が
各
種
団
体
と
協
議
や
確
認
を
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
。
今
迄
あ
っ
た
問
い
合
せ

と
し
て
、
前
任
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
の
か
不
安
、
前
と
比
し
て
何
が
変

わ
る
の
か
解
ら
な
い
。
職
員
は
女
性
が
良

か
っ
た
等
々
で
あ
っ
た
。
受
託
者
と
し
て

は
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
教

委
や
各
種
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
た

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

再
問指

定
管
理
委
託
者
の
聞
き
と
り
や
、
話

し
合
い
に
よ
り
改
善
を
図
る
こ
と
が
検
証

で
は
な
い
。
検
証
と
は
出
来
る
だ
け
多
く

の
地
域
住
民
や
各
種
団
体
等
々
に
聞
き
と

り
や
調
査
を
実
施
し
そ
れ
を
教
育
行
政
の

視
点
で
分
析
評
価
す
る
の
が
検
証
で
あ

る
。
改
善
策
は
検
証
で
は
な
い
。
検
証
に

基
づ
き
対
応
す
る
こ
と
が
改
善
策
で
あ

る
。
質
問
で
は
改
善
策
は
求
め
て
い
な
い
。

質
問
②

集
落
推
進
員
の
配
備
が
、
今
秋
よ
り
上

分
地
区
に
配
備
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

引
き
続
き
下
分
、
左
右
内
、
鬼
籠
野
、
阿

川
、
各
地
区
へ
の
配
備
も
す
べ
き
で
は
な

い
か
。上
分
地
区
は
人
口
4
3
0
人
、高
齢

者
率
が
68
・
83
％
、
75
歳
以
上
が
全
人
口

の
中
で
49
・
3
％
と
半
分
が
75
歳
以
上
で

あ
る
。
集
落
推
進
員
を
配
備
し
て
ど
の
世

代
に
対
応
し
て
反
応
に
対
処
す
る
の
か
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
配
備
の
時
期
を
全

く
失
し
て
い
る
と
思
う
。
各
地
区
の
地
域

力
が
ま
だ
か
な
り
残
っ
て
い
る
時
点
で
の

配
備
が
必
須
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。
上
分

地
区
を
試
行
的
に
や
っ
て
み
て
、
他
の
地

区
は
そ
れ
を
見
て
か
ら
と
い
う
行
政
の
気

持
が
あ
る
と
す
れ
ば
配
備
の
機
を
失
す
る
。

答
弁
（
町
長
）

役
場
職
員
も
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
か
ざ

る
を
得
な
い
現
状
、
計
画
の
な
い
他
地
区

も
地
域
力
が
低
下
す
る
中
で
、
地
域
か
ら

信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
支
援
員

を
受
理
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
課
題
が
急

を
要
す
る
の
か
な
と
思
う
。
町
民
は
上
分

地
区
の
先
例
を
観
察
し
て
お
り
、
先
ず
は

上
分
地
区
の
こ
の
制
度
を
成
功
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
他
地
区
に
も
展
開
し
て
い

く
こ
と
だ
と
思
う
。
財
源
に
つ
い
て
は
総

務
省
の
国
の
財
源
の
み
な
ら
ず
、
条
件
が

整
い
さ
え
す
れ
ば
い
ち
早
く
こ
の
様
な
措

置
も
講
じ
て
み
た
い
。

質
問
③

イ
天
神
丸
風
力
発
電
計
画
（
仮
称
）
に
つ

い
て
、
全
協
で
配
布
の
資
料
を
見
る
と
、

○
神
山
町
と
し
て
の
意
見
は
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
町
民
の
理

解
も
得
ら
れ
る
し
、
環
境
へ
の
影
響
を
回

避
す
る
最
善
策
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
る

と
な
っ
て
い
る
。
○
徳
島
県
知
事
の
意
見

は
、
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
講
じ
て
も
な
お
重

大
な
影
響
を
回
避
す
る
又
は
提
言
出
来
な

い
場
合
は
、
本
事
業
の
取
り
止
め
も
含
め

た
計
画
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
と
な

っ
て
い
る
。
取
り
止
め
を
含
め
た
と
の
文

言
が
県
に
は
有
り
、
神
山
町
に
は
な
い
こ

の
温
度
差
は
何
な
の
か
。

ロ
提
案
だ
が
、
1
市
2
町
の
意
見
合
意
を

含
め
た
調
整
の
た
め
に
1
市
2
町
の
調
整

連
絡
協
議
会
み
た
い
な
会
を
起
ち
上
げ
た

ら
ど
う
か
。

ハ
今
町
内
で
も
太
陽
光
発
電
で
面
的
に
も

か
な
り
広
い
耕
地
が
パ
ネ
ル
設
置
の
現
状

が
あ
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
と

背
中
合
せ
に
、
耕
地
が
次
元
の
異
な
る
施

設
用
地
と
し
て
変
化
す
る
実
情
に
、
町
長

の
基
本
的
な
考
え
を
お
伺
い
す
る
。

答
弁
（
町
長
）

イ
県
と
町
の
意
見
の
温
度
差
に
つ
い
て
、

町
の
方
が
ち
ょ
っ
と
や
さ
し
い
の
で
は
な

い
か
と
の
と
ら
え
方
と
思
う
が
、
中
身
に

つ
い
て
は
表
現
よ
り
は
る
か
に
厳
し
い
も

の
で
あ
る
こ
と
を
表
明
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

ロ
1
市
2
町
の
協
議
会
の
起
ち
上
げ
に
つ

い
て
は
、
各
々
の
自
治
体
の
実
情
が
違
う

こ
と
か
ら
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ハ
太
陽
光
発
電
の
適
地
が
ほ
と
ん
ど
国
内

で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
山
間

地
へ
の
計
画
が
進
出
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
課
題
も
多
く
あ
る
。
自
然
環
境
へ
の

影
響
、
土
砂
災
害
等
へ
の
配
慮
を
考
え
て
、

建
設
に
つ
い
て
は
慎
重
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

一一般般質質問問

①
上
分
地
区
公
民
館
、管
理
委
託
後
の
検
証
に
つ
い
て
。

②
上
分
地
区
に
続
い
て
、町
内
他
地
区
へ
の
集
落
支
援
員
の
配
備
に
つ
い
て
。

③
天
神
丸
風
力
発
電
計
画（
仮
称
）に
つ
い
て
。

6月定例会

西
崎
哲
夫
議
員

天神丸風力発電建設予定地
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質
問
①

小
、
中
学
校
の
不
審
者
対
策
と
し

て
防
犯
カ
メ
ラ
は
設
置
さ
れ
て
い
る

か
。

答
弁
（
教
育
長
）

町
内
の
小
、
中
学
校
に
は
設
置
さ

れ
て
い
な
い
。
近
隣
市
町
村
で
設
置

さ
れ
て
い
る
の
は
佐
那
河
内
村
だ
け

で
あ
る
。
来
年
度
、
文
部
科
学
省
の

学
校
安
全
総
合
支
援
事
業
（
全
額
国

費
）
を
活
用
し
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
考
え
て
い
る
。

質
問
②

民
家
か
ら
離
れ
て
い
る
、
阿
川
、

鬼
籠
野
公
民
館
の
安
全
対
策
は
（
女

性
職
員
1
名
の
み
の
配
置
）。

答
弁
（
教
育
長
）

緊
急
時
に
は
警
備
会
社
に
直
接
つ

な
が
る
連
絡
設
備
は
備
え
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

考
え
て
い
な
い
。

質
問
③

3
月
に
新
し
い
阿

野
橋
が
開
通
。
旧
阿

野
橋
の
撤
去
時
期

は
。
台
風
、
梅
雨
時

の
増
水
時
の
被
害
が

気
に
か
か
る
。

答
弁
（
建
設
課
長
）

管
理
を
し
て
い
る

県
土
整
備
部
徳
島
庁

舎
担
当
部
局
に
確
認

し
た
結
果
、
今
年
度

鮎
喰
川
河
川
敷
に
大

型
ク
レ
ー
ン
を
搬
入

す
る
こ
と
か
ら
、
台

風
な
ど
洪
水
の
起
き

や
す
い
時
期
を
避

け
、
広
野
側
か
ら
半
分
程
度
の
上
部

工
や
橋
脚
2
基
を
撤
去
、
残
り
は
来

年
度
以
降
同
様
に
非
出
水
時
に
行
う

予
定
と
の
こ
と
。

一一般般質質問問

①
学
校
、
公
民
館
の
安
全
対
策

②
旧
阿
野
橋
の
撤
去
に
つ
い
て

6月定例会

森
本
吉
治
議
員

阿野橋の現況

１０議会だより かみやま議会だより かみやま



質
問
①

高
瀬
団
地
へ
の
進
入
路
は
、
現
在

の
建
築
基
準
法
を
満
た
し
て
い
な
い

う
え
に
急
勾
配
で
狭
い
た
め
、
住
民

の
方
か
ら
「
土
砂
災
害
時
に
避
難
路

と
し
て
使
用
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
」
と
か
、「
救
助
に
必
要
な
車
両

が
入
っ
て
来
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
」
と
の
声
が
あ
る
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
や
ベ
ビ
ー

カ
ー
を
押
し
て
急
な
坂
道
を
歩
く
の

は
危
険
な
た
め
外
出
を
控
え
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
健
康
寿
命
を
伸
ば

し
て
頂
く
た
め
に
も
広
く
緩
や
か
な

勾
配
の
道
が
必
要
で
は
な
い
か
。

歯
ノ
辻
団
地
に
お
い
て
も
、
段
差

の
た
め
車
体
の
底
部
を
擦
っ
た
り
歩

き
難
く
な
っ
て
い
る
。
消
防
格
納
庫

の
建
設
時
に
進
入
路
の
整
備
が
可
能

で
は
な
い
の
か
。

答
弁
（
住
民
課
長
）

高
瀬
団
地
は
勾
配
が
急
だ
と
は
思

う
が
、
高
瀬
、
歯
ノ
辻
団
地
と
も
現

在
の
道
を
使
用
し
て
い
き
た
い
。
町

内
の
12
の
団
地
等
も
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
が
、
住
宅
施
設
等
の
修
繕
と

維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問
②

「
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
と
遍
路

道
」
の
世
界
遺
産
登
録
の
気
運
が
高

ま
っ
て
い
る
が
、
遍
路
道
で
も
あ
る

駒
坂
の
潜
水
橋
は
増
水
時
に
は
通
行

出
来
ず
幅
も
狭
く
滑
り
や
す
い
た
め

危
険
で
あ
る
。
ま
た
井
ノ
谷
、
駒
坂

の
間
が
通
行
止
め
に
な
れ
ば
、
青
井

夫
か
日
浦
へ
迂
回
し
な
け
れ
ば
な

い
。お

遍
路
さ
ん
の
安
全
確
保
と
町
民

の
皆
さ
ん
が
安
全
安
心
に
暮
ら
す
た

め
に
も
、
迂
回
路
と
な
り
得
る
橋
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
町
と
し
て
の

見
解
は
ど
う
か
。

答
弁
（
建
設
課
長
）

河
川
を
管
理
す
る
徳
島
県
の
河
川

占
有
許
可
が
必
要
で
、
河
川
協
議
の

結
果
「
潜
水
橋
で
あ
れ
ば
認
め
る
」

と
い
う
こ
と
で
施
工
し
て
い
る
の

で
、
現
状
で
い
き
た
い
。

一一般般質質問問

①
町
営
住
宅
へ
の
進
入
路
に
つ
い
て

②
駒
坂
の
潜
水
橋
に
つ
い
て

6月定例会

佐
出
由
恵
議
員高瀬団地進入路

歯ノ辻団地進入路

駒坂橋の現況
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質
問
①

2
0
0
9
年
に
指
定
管
理
が
施
行

さ
れ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー

が
選
定
の
結
果
請
負
わ
れ
社
員
6
名

と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
平
成
29
年
度

の
請
負
額
1
4
2
2
万
余
り
6
名
で

割
り
ま
す
と
1
人
当
り
、
2
3
7
万

余
り
と
少
し
給
料
が
安
い
と
思
う
の

で
す
が
。

答
弁
①
（
教
育
次
長
）

指
定
管
理
の
状
況
で
す
が
事
務
職

員
と
し
て
通
常
事
務
局
長
、
主
任
職

員
、
一
般
職
員
の
3
名
体
制
で
の
運

営
を
行
っ
て
い
る
。
休
日
や
業
務
の

多
忙
期
に
は
臨
時
職
員
で
の
対
応
で

人
数
が
6
人
に
な
っ
て
い
る
。

質
問
②

町
条
例
に
定
め
ら
れ
て
い
る
利
用

料
金
だ
と
一
日
使
用
す
る
と
2
万

円
、
半
日
だ
と
1
万
円
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
他
地
域
か
ら
来
町
さ
れ
た

団
体
な
ど
の
時
間
割
引
等
は
な
い
の

か
と
そ
う
い
う
質
問
が
あ
る
が
。

答
弁
②
（
教
育
次
長
）

グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
か
ら
も
要
望
が

出
て
い
る
が
今
後
検
討
し
て
い
く
。

質
問
③

男
子
ト
イ
レ
1
階
に
洋
式
ト
イ
レ

1
個
つ
い
て
い
る
だ
け
で
2
階
、
3

階
は
和
式
ば
か
り
で
女
子
ト
イ
レ
は

調
べ
て
い
な
い
が
昭
和
57
年
開
館
以

来
も
う
37
年
も
経
つ
の
で
施
設
の
改

修
を
要
望
し
ま
す
。

答
弁
③
（
教
育
次
長
）

水
洗
ト
イ
レ
は
確
認
し
て
い
な
い

が
今
後
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

質
問
④

施
設
北
口
入
口
付
近
に
乱
雑
に
荷

物
が
積
ま
れ
て
い
て
地
震
・
火
災
等

が
発
生
し
た
折
避
難
誘
導
路
に
大
勢

が
殺
到
し
て
逃
げ
切
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
と
大
勢
の
意
見
が
あ
り
ま
す

が
説
明
を
。

答
弁
④
（
教
育
次
長
）

写
真
を
み
る
限
り
移
住
交
流
支
援

セ
ン
タ
ー
の
物
で
処
分
の
で
き
な
い

物
が
あ
る
か
確
認
し
て
指
導
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

質
問
⑤

気
に
入
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
購
入

し
よ
う
と
思
え
ば
入
学
の
1
年
位
前

に
予
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大

型
化
し
て
価
格
が
非
常
に
高
額
に
な

っ
て
い
る
。
最
近
は
児
童
が
使
用
す

る
教
科
書
が
大
判
に
な
り
教
科
の
種

類
も
多
い
た
め
ラ
ン
ド
セ
ル
が
大
型

化
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
毎
日
持
ち

運
び
す
る
児
童
は
大
変
で
す
。
児
童

は
登
校
前
か
前
日
の
夜
に
時
間
割
り

表
を
見
て
必
要
な
教
科
書
な
ど
を
用

意
し
ま
す
が
従
来
の
時
間
割
合
せ
か

ら
発
想
を
変
え
て
各
自
が
そ
の
日
家

庭
で
す
る
宿
題
や
自
主
学
習
に
必
要

な
教
科
書
、
教
材
な
ど
を
用
意
し
て

も
ち
帰
る
方
法
に
す
れ
ば
良
い
と
思

う
。
そ
う
す
れ
ば
児
童
が
重
い
荷
物

を
毎
日
持
ち
運
び
す
る
苦
労
も
少
な

く
な
り
忘
れ
る
事
も
減
っ
て
き
ま

す
。
教
材
を
用
意
で
き
て
い
な
い
児

童
は
十
分
な
学
習
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
事
は
児
童
だ
け
で
な
く
教
師
に

と
っ
て
も
大
き
な
悩
み
で
す
。
一
考

し
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
は
大
井
敏
之
氏
の
案
で
す
が
小
学

校
低
学
年
1
年
生
か
ら
3
年
生
を
対

象
に
実
施
し
た
ら
ど
う
か
。

答
弁
⑤
（
教
育
長
）

前
例
踏
襲
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く

改
革
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
下
校
前
に

時
間
割
を
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
学
校
長
の
権
限
に
あ
り
学
校
長
に

対
し
て
は
こ
う
し
た
事
も
踏
ま
え
保

護
者
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら

根
気
強
く
指
導
し
て
も
ら
い
た
い
。

一一般般質質問問

①
神
山
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

②
読
書
の
手
紙
よ
り
に
つ
い
て

6月定例会

新
居
榮
二
議
員

農村環境改善センター西側

１２議会だより かみやま議会だより かみやま



質
問
①

町
内
の
空
き
校
舎
を
利
活
用
す
る

た
め
、
利
活
用
し
た
い
町
民
か
ら
1

ヶ
月
ま
た
1
年
か
と
か
借
り
た
い
場

合
の
使
用
料
金
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

る
が
、
使
用
料
金
は
決
ま
っ
て
い
る

か
。

答
弁
（
教
育
長
）

一
時
的
に
空
き
校
舎
を
使
用
す
る

場
合
は
神
山
町
立
学
校
使
用
条
例
に

よ
り
対
応
し
て
い
る
。
使
用
目
的
を

記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
、
教
育
委
員
会
が
判
断
し
許
可

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

教
室
の
使
用
料
は
1
日
当
た
り
、

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

が
1
0
5
0
円
。

夜
間
午
後
5
時
か
ら
午
後
10
時
ま

で
が
2
1
0
0
円
。

質
問
②

本
年
3
月
に
報
告
さ
れ
た
神
山
温

泉
、
道
の
駅
の
経
営
診
断
、
今
後
の

活
か
し
方
に
つ
い
て
。

答
弁神

山
温
泉
の
今
後
、
持
続
可
能
な

経
営
状
況
を
実
現
す
る
た
め
多
角
的

な
考
え
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

将
来
を
見
据
え
経
営
診
断
を
活
か

し
て
い
く
が
短
期
的
に
は
、
温
泉
心

臓
部
の
ボ
イ
ラ
ー
の
修
繕
、
ま
た
四

季
の
里
フ
ロ
ア
の
傷
み
が
あ
る
の
で

神
山
材
を
使
っ
た
床
に
変
え
た
い
。

玄
関
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
雨
漏
り
が

あ
り
修
繕
な
ど
直
近
の
対
応
は
致
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
植
栽
関
係

も
周
辺
の
樹
木
、
景
観
作
り
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

住
民
と
情
報
、
サ
ー
ビ
ス
等
を
共

有
し
温
泉
を
も
り
立
て
て
ゆ
き
、
住

民
と
手
を
つ
な
ぎ
全
国
の
成
功
事
例

の
1
つ
と
な
る
こ
と
を
基
本
と
し
て

い
き
た
い
。

ホテル四季の里

一一般般質質問問

①
空
き
校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

②
神
山
温
泉
経
営
診
断
の
そ
の
後
に
つ
い
て

9月定例会

森
本
吉
治
議
員鬼籠野旧校舎

道の駅売店
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質
問
①

9
月
8
日
に
鬼
籠
野
西
分
の
家
で

神
奈
川
県
葉
山
か
ら
考
案
者
の
松
本

信
夫
様
夫
妻
の
講
演
が
あ
り
キ
エ
ー

ロ
（
木
製
の
箱
）
に
つ
い
て
生
ゴ
ミ

を
微
生
物
で
処
理
堆
肥
化
に
す
る
簡

単
な
説
明
が
あ
り
神
山
町
で
生
ゴ
ミ

を
収
集
さ
れ
て
い
る
が
全
量
は
ど
の

位
の
量
が
説
明
を
求
む
。

答
弁
（
住
民
課
長
）

平
成
29
年
4
月
か
ら
収
集
処
理
の

業
務
を
実
施
し
て
い
る
が
町
内
で
は

3
8
2
0
㎏
の
収
集
を
し
て
い
る
。

質
問
②

未
来
へ
挑
戦
す
る
人
を
応
援
す
る

Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
や
産

業
の
生
産
性
や
新
し
い
市
場
も
創
出

す
る
第
四
次
産
業
革
命
ド
ロ
ー
ン
の

免
許
が
神
山
町
鬼
籠
野
小
学
校
旧
校

舎
で
市
内
の
民
間
業
者
が
、
9
月
20

日
か
ら
3
日
間
で
資
格
の
取
得
で
き

る
試
験
が
あ
り
6
名
の
方
が
受
験
し

ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
な
の
で
神

山
町
の
宣
伝
に
な
る
為
協
力
し
て
は

ど
う
か
。

答
弁
（
町
長
）

ド
ロ
ー
ン
の
今
後
の
見
解
や
重
要

性
は
高
ま
っ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま

す
が
Ｐ
Ｒ
等
に
つ
い
て
は
民
間
業
者

な
の
で
控
え
さ
せ
て
も
ら
う
。

答
弁
（
教
育
長
）

一
般
の
企
業
の
活
動
な
の
で
施
設

は
貸
す
が
人
員
を
派
遣
し
て
協
力
す

る
事
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
。

質
問
③

入
学
時
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
大
型
化

し
て
重
す
ぎ
る
ラ
ン
ド
セ
ル
と
題
し

て
文
部
科
学
省
が
各
都
道
府
県
へ
通

告
し
た
そ
う
で
す
が
当
然
教
育
委
員

会
へ
も
通
告
書
が
届
い
て
い
る
は
ず

で
す
が
私
が
6
月
の
定
例
会
で
質
問

し
た
時
素
早
く
動
い
て
く
れ
て
い
た

ら
全
国
で
も
脚
光
を
浴
び
て
い
た
は

ず
で
す
が
後
手
に
回
っ
た
の
が
残
念

で
く
や
ま
れ
ま
す
。
事
情
も
あ
る
の

で
し
ょ
う
が
説
明
を
求
め
る
。

答
弁
（
教
育
長
）

6
月
定
例
会
で
は
「
下
校
前
に
時

間
割
あ
わ
せ
を
す
る
」
か
ど
う
か
に

つ
い
て
答
弁
し
た
。

文
部
科
学
省
か
ら
通
知
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
町
内
の
学

校
で
は
適
切
な
配
慮
が
で
き
て
い
る

が
、
今
後
と
も
よ
り
適
切
な
配
慮
が

で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

一一般般質質問問

①
生
ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て

②
ド
ロ
ー
ン
の
免
許
取
得
に
つ
い
て

③
ラ
ン
ド
セ
ル
に
つ
い
て

9月定例会

新
居
榮
二
議
員西分の家でのキエーロ説明会

１４議会だより かみやま議会だより かみやま



質
問
①

近
年
地
震
や
豪
雨
に
よ
る
災
害
が

多
発
し
て
お
り
、
大
阪
北
部
地
震
と

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
は
、
今
ま

で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
断
層
が
動

い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

い
つ
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
に
お
い
て
、
避
難

所
の
運
営
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
受

け
入
れ
規
模
を
考
え
て
計
画
を
立
て

て
い
る
の
か
。

答
弁
（
総
務
課
長
）

大
規
模
災
害
時
の
避
難
所
運
営
に

つ
い
て
は
、
町
職
員
の
職
員
実
働
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
て
い
る
。
非
常

体
制
配
備
基
準
と
し
て
4
段
階
の

ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
い
る
。

大
災
害
時
は
、
震
度
6
弱
以
上
の

地
震
を
想
定
し
全
業
務
を
全
て
停
止

し
応
急
業
務
を
最
優
先
し
て
全
職
員

が
配
備
に
付
き
、
避
難
所
運
営
に
は

37
名
の
職
員
を
配
置
す
る
計
画
で
あ

る
。
備
蓄
物
資
は
一
部
の
食
品
を
除

き
7
日
分
の
配
備
が
完
了
し
て
い

る
。現

在
の
収
容
可
能
人
数
は
、
31
ヶ

所
4
、
3
6
0
人
と
な
っ
て
い
る

が
、
広
域
避
難
に
つ
い
て
は
県
か
ら

も
指
示
が
あ
り
、
今
年
か
ら
計
画
を

立
て
て
進
め
る
。

再
問
①

私
達
議
員
も
、
町
と
協
力
し
災
害

発
生
時
に
対
応
出
来
る
よ
う
態
勢
を

整
え
る
べ
き
と
考
え
る
。

質
問
②

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
に
よ
る
災
害
時

の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
将
来

的
に
は
、
不
適
切
な
廃
棄
処
分
に
よ

り
有
害
物
質
に
よ
る
土
壌
汚
染
が
考

え
ら
れ
る
。
事
業
用
の
場
合
は
20
〜

30
年
後
の
事
業
終
了
後
撤
去
さ
れ
ず

放
置
さ
れ
、
所
有
者
が
特
定
で
き
な

い
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

設
置
や
廃
棄
に
関
し
て
何
ら
か
の

条
例
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
定
が
必

要
だ
と
思
う
が
、
町
と
し
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
町
長
）

不
採
算
性
の
施
設
の
事
業
者
が
撤

退
す
る
時
、
そ
の
施
設
が
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
る
懸
念
も
有
る
。
徳
島
県
で

は
条
例
等
を
制
定
す
る
動
き
は
な
い

が
、
美
し
い
神
山
町
を
次
世
代
に
つ

な
い
で
い
く
と
い
っ
た
観
点
に
立
つ

べ
き
だ
。

徳
島
県
が
環
境
省
に
「
環
境
影
響

評
価
準
備
書
」
に
つ
い
て
意
見
書
を

提
出
し
、
そ
れ
を
受
け
経
済
産
業
省

が
認
可
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
町
と
し
て
は
、
農
地
は
農
地

法
、
地
す
べ
り
指
定
地
域
が
多
く
規

制
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。

再
問
②

町
内
の
環
境
や
景
観
を
守
る
た
め

に
は
条
例
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要

で
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応
す

べ
き
と
思
う
。

一一般般質質問問

①
大
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

②
太
陽
光
発
電
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置
の
規
制
に
つ
い
て

9月定例会

佐
出
由
恵
議
員

第38号
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勝勝
名名
地地
区区
監監
査査
委委
員員
視視
察察
研研
修修
にに

参参
加加
しし
てて

議

員

研

修

5
月
16
日
よ
り
3
日
間
、
勝
名
地

区
監
査
委
員
、
事
務
局
14
名
で
京
都

府
和
束
町
、
大
山
崎
町
の
視
察
研
修

に
参
加
。
和
束
町
は
、
昭
和
29
年
12

月
に
合
併
し
て
発
足
し
、
京
都
府
南

部
、奈
良
県
の
北
に
位
置
し
て
お
り
、

周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
そ
の
麓
の
谷
間

に
集
落
が
点
在
、
人
口
4
0
2
6
人

の
町
で
あ
る
。
周
囲
を
山
に
囲
ま
れ

た
土
地
ゆ
え
に
、
か
つ
て
和
束
の
名

が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
中
で
和

束
の
町
と
他
の
地
域
を
繋
い
だ
も
の

こ
そ
が
お
茶
で
し
た
。
和
束
町
に
息

ず
く
宇
治
茶
生
産
8
0
0
年
の
歴
史

は
、
和
束
の
茶
農
家
の
情
熱
と
谷
の

地
形
が
あ
っ
て
こ
そ
、
現
在
に
至
る

ま
で
町
の
生
業
と
し
て
続
い
て
い

る
。
茶
園
面
積
5
7
4
・
7
ha
、
茶

生
産
農
家
戸
数
2
9
2
戸
、
荒
茶
生

産
量
1
2
5
1
ｔ
、
荒
茶
生
産
金
額

3
0
3
8
百
万
円
、
製
茶
工
場
数

1
2
9
工
場
と
、
現
在
和
束
で
生
産

さ
れ
る
茶
葉
は
、
京
都
府
産
の
約
半

数
を
占
め
、
そ
の
品
質
か
ら
も
和
束

の
お
茶
は
全
国
有
数
の
高
級
茶
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
和
束
町

の
監
査
実
施
状
況
、
月
例
監
査
実
施

状
況
、
決
算
監
査
実
施
状
況
に
つ
い

て
、
監
査
委
員
の
技
術
の
向
上
の
た

め
の
研
修
説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

大
山
崎
町
の
歴
史
は
古
く
、
明
治

22
年
の
市
制
町
村
制
施
行
と
と
も

に
、
大
山
崎
莊
・
円
明
寺
村
・
下
植

野
村
の
3
つ
が
合
併
し
て
大
山
崎
村

に
な
り
、
昭
和
42
年
11
月
に
は
人
口

の
増
加
に
と
も
な
い
大
山
崎
村
か
ら

大
山
崎
町
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
お

り
、
京
都
府
内
で
一
番
面
積
の
小
さ

い
5
・
97
㎢
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
さ
を

強
み
と
し
、人
口
1
5
、8
6
3
人
、

産
業
別
人
口
で
は
、
第
3
次
産
業
が

7
割
を
占
め
て
い
る
。

研
修
会
で
は
、
監
査
業
務
の
現

状
・
問
題
・
留
意
点
に
つ
い
て
で
、

大
山
崎
町
監
査
実
施
計
画
・
実
施
要

領
・
監
査
等
対
象
所
管
別
実
施
計
画

日
程
表
・
現
金
出
納
簿
兼
公
金
出
納

日
計
表
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。（

河
野
雅
俊
）大山崎町での研修

視察先の和束町役場

１６議会だより かみやま議会だより かみやま



四四
国国
四四
県県
町町
村村
監監
査査
委委
員員
協協
議議
会会

研研
修修
会会
にに
参参
加加
しし
てて

7
月
12
日
〜
13
日
、
琴
平
温
泉
琴

参
閣
に
て
、
講
師

公
認
会
計
士
・

税
理
士
で
愛
媛
県
砥
部
町
代
表
監
査

委
員
の
影
浦

浩
二
氏
を
迎
え
て
、

例
月
出
納
検
査
の
視
点
（
検
査
目
的

の
分
解
と
体
系
的
整
理
）
と
云
う
講

演
を
受
け
た
。
例
月
出
納
検
査
に

は
、
1

例
月
で
検
査
す
べ
き
と
考

え
る
「
範
囲
」
と

2

そ
の
検
査

手
続
き
の
「
適
用
方
法
」
に
違
い
が

あ
る
の
で
は
な
い
か

目
的
と
し
て

⑴
法
律
的
根
拠

⑵
情
報
の
二
面
性

（
ス
ト
ッ
ク
情
報
と
フ
ロ
ー
情
報
）

に
つ
い
て

検
査
の
意
義
と
し
て

⑴
監
査
、
検
査
及
び
審
査

⑵
監

査
、
検
査
審
査
の
使
い
分
け
①
監
査

と
審
査
は
、
両
者
と
も
に
同
じ
く
全

体
と
し
て
の
評
価
を
す
る
も
の
で
、

少
々
の
こ
と
は
あ
っ
て
も
「
全
体
と

し
て
」
出
来
て
い
る
、
許
容
で
き
る

と
評
価
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
。

加
え
て
い
う
と
、
監
査
と
審
査
の
違

い
は
、
監
査
に
は「
批
判
的
」機
能
、

「
指
導
的
」
機
能
の
両
輪
が
あ
っ

て
、「
指
導
的
」
機
能
が
入
る
と
監

査
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
検

査
」
と
は
、
論
者
に
よ
れ
ば
監
査
や

審
査
よ
り
「
も
っ
と
深
く
見
て
も
ら

い
た
い
」
と
云
う
意
図
も
あ
る
よ
う

で
、
正
解
な
の
か
、
正
解
で
な
い
の

か
、
す
な
わ
ち
白
な
の
か
、
黒
な
の

か
、
こ
こ
に
、
主
観
の
入
る
余
地
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
、
検
査
の「
本

質
」
が
あ
る
。
検
査
等
の
や
り
方
に

は
、
2
つ
の
方
法
が
あ
る
。

・
「
試
査
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
一

部
の
サ
ン
プ
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

・
「
精
査
」
と
は
、
全
部
、
全
件

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
。
私
た
ち
の
検

査
等
で
も
、
原
則
と
し
て
精
査
は
有

り
得
な
い
。
検
査
等
す
る
の
は
、
あ

く
ま
で
試
査
で
す
。
試
査
で
し
か
検

査
等
が
成
立
し
な
い
理
由
に
は
1
）

検
査
の
時
間
的
・
経
済
的
制
約

2
）
能
力
的
制
約

3
）
内
部
統
制

の
存
在

内
部
統
制
と
は
、
日
常
業

務
の
中
で
誤
り
・
不
正
等
を
職
員
自

ら
が
チ
ェ
ッ
ク
、
自
動
的
に
防
止
・

発
見
で
き
る
体

制
の
こ
と
で

す
。
現
金
に
関

す
る
責
任
は
、

�
軽
�
過
失
で

あ
っ
て
も
責
任

を
問
わ
れ
る
の

で
す
。リ
ス
ク
、

問
題
に
至
っ
て

は
い
な
い
も
の

で
あ
っ
て
も

�
ホ
コ
ロ
ビ
�が

あ
れ
ば
、
出
来

る
だ
け
早
く
見

つ
け
て
あ
げ
て

ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。だ
か
ら
、

職
員
の
方
々
が

こ
れ
ら
の
リ
ス

ク
を
意
識
し
て

十
分
な
説
明
責
任
を
果
た
せ
る
よ

う
、
検
査
に
お
け
る
追
及
、
質
問
の

仕
方
も
工
夫
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
、

大
事
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
河
野
雅
俊
）四国四県町村監査委員協議会研修会の様子
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平平
成成
3300
年年
度度徳徳

島島
県県
町町
村村
議議
会会
研研
修修
会会

徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
で

県
内
議
会
3
団
体
連
携
事
業
が
8
月

8
日
に
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ

ル
で
13
時
30
分
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

2
回
目
の
県
内
議
員
3
団
体
連
携
事

業
で
総
勢
4
0
0
人
余
名
の
議
員
が

参
加
し
た
。

会
長
挨
拶
で
徳
島
県
町
村
議
会
議

長
会
会
長

高
橋

勲
氏
が
2
回
目

の
過
程
を
説
明
し
来
賓
挨
拶
で
徳
島

県
議
会
議
長

重
清
佳
之
氏
と
徳
島

県
市
議
会
議
長
会
会
長

井
上

武

氏
が
挨
拶
し
て
講
演
に
移
り
13
時
45

分
〜
15
時
15
分
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
副

委
員
長

島
田
敏
男
氏
が
安
倍
政
権

の
今
後
と
政
局
の
行
方
と
題
し
て

◎
日
米
同
盟
強
化
の
行
方

◎
首
相
靖
国
参
拝
の
問
題
点

◎
北
朝
鮮
制
裁
決
議
と
日
本

◎
展
望
開
け
ぬ
普
天
間
問
題

◎
東
日
本
大
震
災
と
国
民
の
視
線

◎
ど
う
す
る
日
本
の
領
土

◎
見
え
た
か
安
倍
外
交
の
基
軸

◎
憲
法
解
釈
変
更
の
先
は
？

内
容
の
濃
い
講
演
で
し
た
。

続
い
て
15
時
30
分
〜
17
時
ま
で
秋

の
安
倍
首
相
の
訪
中
に
向
け
た
日
中

関
係
の
新
展
開
（
習
近
平
の
国
際
戦

略
の
内
実
）
と
題
し
て
富
士
通
総
研

経
済
研
究
所
主
席
研
究
員

柯

隆

氏
が①

東
ア
ジ
ア
の
地
政
学
の
リ
ス
ク

②
世
界
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ

③T
O
P

RISK
S

FO
R

2
0
1
8

④
習
近
平
時
代
の
到
来

⑤
習
時
代
は
ど
う
い
う
時
代
か

⑥
習
時
代
の
政
策
課
題

等
27
の
議
題
を
講
演
し
結
論
と
し

て
貿
易
戦
争
を
き
っ
か
け
に
中
国
国

内
で
権
力
闘
争
激
化
の
可
能
性
や
貿

易
不
均
衡
は
是
正
さ
れ
ず
貿
易
摩
擦

は
長
期
化
し
日
本
企
業
は
中
国
で
内

販
す
る
工
場
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る

だ
ろ
う
が
輸
出
の
た
め
の
工
場
を
東

南
ア
ジ
ア
な
ど
へ
の
検
討
が
本
格
化

す
る
だ
ろ
う
と
締
め
く
く
り
内
容
の

充
実
し
た
講
演
で
し
た
。
そ
の
後
17

時
15
分
よ
り
島
田
敏
男
氏
、
柯

隆

氏
、
飯
泉
知
事
も
参
加
し
た
交
流
会

が
開
か
れ
意
義
深
い
来
年
に
つ
な
が

る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
新
居
榮
二
）

議会を傍聴しませんか！

徳島県町村議会議員研修会の様子

１８議会だより かみやま議会だより かみやま



����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������

四四
国国
四四
県県
町町
村村
長長
、、

議議
長長
大大
会会
にに
参参
加加
しし
てて

9
月
26
日
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
、
標
記
の
大

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
四
国
四
県
の

町
村
長
、
議
長
が
参
加
の
も
と
、
午

後
か
ら
開
会
さ
れ
、
開
会
行
事
で
は

本
町
の
後
藤
町
長
が
地
元
徳
島
県
町

村
会
長
と
し
て
歓
迎
の
挨
拶
を
し
ま

し
た
。
記
念
講
演
で
は
2
名
の
講
師

に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
は
じ

め
に
、
Ｋ
・
Ｋ
と
き
わ

代
表
取
締

役
社
長

高
畑
富
士
子
氏
よ
り
、「
そ

の
場
所
で
、
暮
ら
す
こ
と
、
で
き
る

こ
と
」と
題
し
て
、女
性
経
営
者
と
し

て
き
め
細
か
な
経
営
理
念
が
実
践
さ

れ
て
い
る
報
告
を
傾
聴
し
ま
し
た
。

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
宿
泊
を
社
業
と

し
、従
業
員
1
2
5
名（
男
性
36
名
、

女
性
89
名
）
で
あ
る
た
め
多
様
な
女

性
社
員
に
対
す
る
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
い
る
。

一
、
コ
ア
タ
イ
ム
な
し
の
完
全
フ
レ

ッ
ク
ス
制
度

二
、「
子
育
て
支
援
」

イ

子
の
看
護
休
暇

ロ

入
学
式
、
卒
業
式
の
た
め
の

休
暇

ハ

育
児
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
助

成

○
会
社
指
定
の
保
育
所
2
ヶ
所
（
利

用
費
70
％
〜
80
％
会
社
負
担
）
○
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
事
業
所
内
保
育

所
開
設
（
土
日
祝
預
可
、
3
6
5
日

開
園
）

等
々
、
紙
面
の
限
定
上
、
多
く
を

紹
介
で
き
な
い
が
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
先
取
り
企
業
と
し
て
、
見
聞

の
価
値
は
高
い
と
感
じ
た
。

2
人
目
の
講
師
は
株
式
会
社
メ
デ

ィ
ア
ド
ゥ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代

表
取
締
役
、
社
長
執
行
役
員

藤
田

恭
嗣
氏
の
「
私
の
地
方
創
生
へ
の
挑

戦
」
と
題
し
て
の
熱
い
想
い
を
聞
き

ま
し
た
。

那
賀
郡
（
旧
）
木
頭
村
出
身
で
、

東
証
市
場
第
一
部
上
場
企
業
代
表
を

務
め
る
傍
ら
、
徳
島
に
「
株
式
会
社

メ
デ
ィ
ア
ド
ゥ
テ
ッ
ク
徳
島
」
を
設

立
し
、
木
頭
柚
子
の
製
造
、
販
売
を

行
う
「
農
業
生
産

法
人
黄
金
の
村
」

を
設
立
す
る
等
、

故
郷
木
頭
の
振
興

に
も
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
一
端
と
な
る

「
キ
ャ
ン
プ
パ
ー

ク
キ
ト
ウ
」
が
10

月
5
日
オ
ー
プ
ン

と
の
報
道
も
あ

る
。
過
去
に
ダ
ム

建
設
の
是
非
に
揺

れ
動
い
た
旧
木
頭

村
の
元
助
役
を
父

君
と
す
る
氏
の
、

故
郷
木
頭
に
対
す

る
思
い
は
鮮
烈

で
、
聞
く
者
の
胸

を
打
つ
。
紙
面
の
都
合
で
詳
細
は
割

愛
す
る
が
、
今
は
企
業
誘
致
で
は
な

く
、
優
秀
な
個
人
誘
致
で
あ
る
と
の

話
し
に
故
郷
思
考
の
強
い
企
業
経
営

者
の
言
葉
に
は
う
な
づ
か
さ
れ
た
。

（
西
崎
哲
夫
）四国四県町村長・議長大会の様子
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議
会
の
動
き

10
月

2
日

議
会
広
報
委
員
会

10
日
〜
11
日

定
例
監
査（
出
先
機
関
）

11
日

主
要
地
方
道
石
井
神
山
線
並

び
に
高
原
石
井
線
整
備
改
良

促
進
期
成
会

18
日

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

研
修
会
（
高
知
県
）

22
日

主
要
地
方
道
神
山
鮎
喰
線
整

備
改
良
促
進
期
成
同
盟
会

22
日

議
会
広
報
委
員
会

23
日
・
25
日

定
例
監
査（
本
庁
内
）

11
月

1
日
〜
2
日

監
査
委
員
全
国
研
修
会

20
日
〜
22
日

第
62
回
町
村
議
会
議

長
全
国
大
会
・
徳
島
県
町
村

議
長
会
研
修

下
旬

議
会
運
営
委
員
会

12
月

上
旬
〜
中
旬

12
月
定
例
会

公
職
選
挙
法
違
反
に
な
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
町
内

の
有
権
者
に
は
年
賀
状
な
ど

の
挨
拶
状
は
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

議
員
一
同

編編
集集
後後
記記

季
節
の
移
ろ
い
は
、
天
地
変
動
、

時
事
改
変
に
関
係
な
く
、
確
実
に
秋

は
冬
に
移
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

神
山
町
議
会
の
紛
糾
に
よ
り
8
月

15
日
出
版
予
定
が
や
む
な
く
流
れ
、

よ
う
や
く
出
版
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
紙
面
は
補
欠
選
挙
で
当
選
さ
れ

た
新
議
員
の
紹
介
、
議
会
構
成
を
中

心
に
、
一
般
質
問
は
6
月
定
例
議
会

の
分
と
併
せ
て
載
せ
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
紙
の
取
材
構

成
等
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
情
報
公

開
と
し
て
の
手
段
、
又
、
町
民
の
皆

様
と
の
接
点
と
し
て
、
議
員
手
づ
く

り
で
発
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
常

に
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
批
判

を
真
摯
に
受
け
と
め
て
信
頼
さ
れ
る

紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま

す
。ご

指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
西
崎
哲
夫
）

神

山

の

風

景

神

山

の

風

景
南岸北岸綱引き大会

平平成成３３００年年度度
広広野野地地区区大大運運動動会会
99月月2233日日

広広野野小小学学校校校校庭庭
小学生による阿波おどり

２０議会だより かみやま
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